
S311 ベルトプーリー
Belt Pulley

機械の素 理工館3階

■展示品のねらい
  動力をつたえる機構のひとつにプーリーがあります。簡単に
動力を伝えることができるため、広く用いられています。プ
ーリーの原理と応用について理解を深めていただくことがこ
の展示品の目的です。

■知識プラスワン

  ハンドルを回すと、ベルトを介して多くのプーリーが連動し
ます。プーリー径の大きさ、ベルトのかけ方によって動き方
がかわることが示されています。
＜大きなプーリーと小さなプーリー＞
  大きなプーリーと小さなプーリーをベルトでつないだとき、
小さなプーリーの回転にくらべ、大きなプーリーの回転はゆ
るやかです。一定時間に動いたベルトの長さがどこでも同じ
であると考えればわかりやすいかもしれません（図１）。
＜ベルトのかけかた＞
  ふつうのベルトのかけかたでは、プーリーの回転方向は同じ
です。逆回転にしたいときは、たすきがけにします。どのよ
うな力を加え、どのような力を取り出したいのか、判断して
ベルトのかけかたを決めるのです（図1）。
＜歯車とプーリー、どっちを使う？＞
  動力を伝えるしくみとして歯車がよく知られています。歴史
的には、プーリーの方がよく動力伝達のパーツとして選択さ
れてきました。
  その理由として、歯車の製造には高い精度が求められたこと
があるでしょう。1枚の歯車のすべての部分でピッチ、すなわ
ち山と山の間隔が一致していなければなりません。そうでな
いと、歯車と歯車が回転しなくなってしまうことがあります
。高い工作精度をもつ工作機械が確立するまでは、プーリー
が主役だったと考えてよいでしょう。
  電気が機械の動力源となったのは、ごく最近のことです。日
本が明治維新を迎えたばかりの1871（明治4）年、工学寮と
いう工業大学が誕生しました。これは後に東京大学工学部に
なっていくのですが、世界最先端の工業大学として計画され
たこの機関に、電気工学科はありませんでした。当時、電気

とは電信のこと。照明や動力源となるような電気の研究は19
世紀後半になって始まったのでした。
  当時の繊維、機械工場の動力は、水車や蒸気機関によるもの
でした。工場の外に置かれた水車や蒸気機関を使って大きな
回転力を得、その回転で工場内の天井にはわせた大きなシャ
フトを回転させます。そのシャフトにはいくつものプーリー
が固定されており、そのプーリーの真下にある機械のプーリ
ーに回転を伝えたのでした（図２）。
  また、プーリーには、中間に介在させることなく、遠くに動
力を伝えることが可能であることも特長の一つとして知って
おくべきでしょう。
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